
そ
れ
は
出
版
さ
れ
た
『
韻
鏡
』

宗
仲
は
室
町
後
期
の
享
禄
元
年
(
-
五
二
八
）
に
、
泉
南
堺
で
中
国
原
刊
の
韻
書
『
韻
鏡
』
を
出
版
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

の
跛
文
に
、
京
都
の
博
士
家
清
原
宣
賢
が
享
禄
元
年
十
月
一
日
付
け
で
「
泉
南
宗
仲
論
師
、
偶
訂
二諸
本

善
不
善
者
「
且
従
且
改
、
因
命
レ
エ
鍍
レ板
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。(1

)
 

ま
た
当
代
随
一
の
文
化
人
三
条
西
実
隆
は
宗
仲
と
交
流
を
持
っ
て
お
り
、
「
光
明
院
文
書
」
中
に
遺
る
実
隆
が
宗
仲
に
宛
て
て
出
し
た

書
状
に
「
抑
韻
鏡
開
板
之
由
聞
及
候
、

実
隆
が
『
韻
鏡
」
出
版
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
「
普
門
院
宗
中
論
師
」
と
い
う
宛
先
に
、
宗
仲
が
当
時
泉
南
堺
南
荘
の
光
明
院

一
覧
大
切
候
、
餘
本
候
者

一
本
可
し
預
土
方
志
ー候
」
（
年
未
詳
四
月
十
二
日
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
の
普
門
院
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宗
仲
の
文
化
的
事
蹟
で
他
に
知
ら
れ
て
い
る
大
き
な
も
の
に
、
享
禄
四
年
(
-
五
三
一
）
六
月
完
成
の
『
善
慧
上
人
絵
』

文
元
年
(
-
五
三
二
）
二
月
の
い
わ
ゆ
る
「
皇
年
代
記
』
（
「大
日
本
国
帝
系
紀
年
古
今
一
覧
之
図
」）
の
出
版
が
あ
る
。

の
作
成
、
天

こ
の
三
つ
の
事
蹟
は
『
韻
鏡
j

が
清
原
宜
賢
、
他
の
二
つ
が
三
条
西
実
隆
と
い
う
京
都
の
知
識
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い

宗

仲

に

つ

い

て

久

保

尾

俊

郎
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宗

中

こ

つ

.
1
i
 

し、

て

宗
仲
に
つ
い
て
は
そ
の
生
没
年
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
小
論
で
は
宗
仲
の
三
つ
の
文
化
的
事
業
に
論
及
し
な
が
ら
、

い
さ
さ
か
な

(2
)
 

宗
仲
の
人
物
を
語
る
時
、
そ
の
前
半
生
が
宗
祇
門
下
の
連
歌
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
『
実
隆
公
記
j

永
正
五
年
(
-
五
0
八
）
五
月
十
三
日
条
で
、
越
前
に
下
る
の
で
三
条
西
実
隆
に
色
紙
を
所
望
し
、
永
正
八
年
(
-
五
―
-
）
三
月
廿
六
日

条
で
「
宗
仲
法
師
自
二越
前
―上
洛
、

四
ヶ
年
在
国
云
々
」
と
書
か
れ
て
い
る
連
歌
師
宗
仲
と
、
三
十
五
年
後
の
天
文
十
五
年
(
-
五
四

六
）
二
月
五
日
に
浄
土
宗
西
山
派
の
仁
空
実
導
の
『
戒
殊
紗
」
を
書
写
し
た
時
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
（
「
戒
殊
紗
j

奥
書
）

比
丘
宗
仲
が
、

同

一
人
物
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
同
一
人
物
と
す
れ
ば
越
前
よ
り
上
洛
し
た
時
十
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

小
論
で
は
連
歌
師
と
し
て
で
は
な
く
浄
土
宗
西
山
派
の
三
鈷
寺
の
流
れ
に
あ
る
堺
光
明
院
の
宗
仲
、
す
な
わ
ち
後
者
の
人
物
と
し
て
考

(
3
)
 

え
、
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

宗
仲
の
住
ん
だ
光
明
院
は
、
『
堺
鑑
j

で
は
「
開
山
心
地
念
空
上
人
、
永
正
年
中
二
建
立
ス
、
四
修
兼
覚
ノ
道
場
也
、
本
寺
ハ
洛
陽
西

(4
)
 

山
三
鈷
寺
也
」
と
あ
る
。

光
明
院
の
開
山
心
地
念
空
宗
純
は
、
三
鈷
寺
長
老
で
あ
っ
た
永
正
五
年

(
-
五
0
八）

八
月
十
九
日
に
二
尊
院
に
入
り
、
永
正
十
三
年

三
月
九
日
入
滅
し
た
（
「実
隆
公
記
J

)

。
二
尊
院
住
侍
は
念
空
の
師
善
空
恵
篤
が
、
西
山
三
鈷
寺
と
、
後
土
御
門
天
皇
が
文
明
十
一
年
（

一

(
5
)
 

四
七
九
）
に
伏
見
に
建
立
し
た
般
舟
三
昧
院
の
住
侍
に
な
っ
て
以
来
三
寺
を
兼
帯
す
る
こ
と
が
多
く
、
念
空
宗
純
も
二
尊
院
、
三
鈷
寺
、

(6
)
 

般
舟
三
昧
院
の
住
侍
に
な
っ
て
い
る
。

り
と
も
宗
仲
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

う
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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い
っ
た
宗
仲
を
気
遣
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

か
な
い
。

〔
三
鈷
寺
歴
代
〕

「
出
家
仮
名
記
』
に
「
二
尊
院
の
念
空
上
人
ハ
故
円
慈
和
尚
の
遺

(
7
)
 

善
慧
（
証
空
）
ー
（
中
略
）
＊
導
（
仁
空
）
ー
（
中
略
）
ー
恵
篤
（
善
空
）
ー
寿
尚
ー
寿
観
|
｛
示
純
（
念
空
）
ー
上
思
教
（
広
明
）

堺
光
明
院
の
宗
仲
の
事
蹟
を
考
え
る
場
合
、
京
都
の
本
寺
西
山
三
鈷
寺
や
二
尊
院
、
般
舟
三
昧
院
と
の
関
係
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い

宗
仲
が
い
つ
か
ら
堺
南
荘
横
小
路
光
明
院
に
住
ん
で
い
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
大
永
四
年
(
-
五
二
四
）
に
は
居
住
し
て
い
た
こ
と

が
、
高
野
山
に
詣
で
る
行
き
帰
り
の
途
中
に
三
条
西
実
隆
が
宗
仲
の
寮
に
宿
泊
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
「
高
野
参
詣
日
記
」
）
。

大
永
四
年
四
月
十
九
日
高
野
詣
に
出
か
け
た
実
隆
は
、

四
月
廿
一
日
に
堺
で
宗
仲
の
父
か
ら
金
を
、
兄
か
ら
引
合
十
帖
、
沈
―
褒
を
献

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
月
廿
七
日
に
は
光
明
院
の
宗
仲
の
寮
で
楔
応
を
う
け
て
い
る
（
「高
野
詣
真
名
記
J

)

。
宗
仲
の
一
族
が
堺
で
豊

(
8
)
 

以
後
三
条
西
実
隆
の
日
記
『
実
隆
公
記
』
に
は
光
明
院
、
宗
仲
の
名
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
現
存
の
「
光
明
院
文
書
」
―
―
―
十
二
点
中
に

は
宗
仲
に
宛
て
た
実
隆
の
書
状
が
先
に
見
た
も
の
を
含
め
て
二
通
、
他
に
光
明
院
宛
の
書
状
中
に
宗
仲
の
名
が
出
て
く
る
の
が
二
通
あ
る
。

そ
こ
に
は
「
宗
中
無
二殊
事
ー候
哉
、
癒
如
何
候
哉
」
（
年
未
詳
七
月
五
日
）
「
宗
仲
勇
健
候
哉
、
無
――心
元
ー候
」
（
年
未
詳
二
月
十
四
日
）
と

三
条
西
実
隆
が
宗
仲
と
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
隆
が
宗
仲
を
は
じ
め
泉
南
堺
の
光
明
院
と
頻
繁
に
交
流
し
、

手
紙
を
出
し
、
外
護
し
た
の
は
、
永
正
十
三
年
(
-
五
一
六
）
四
月
の

弟
に
て
」
「
ち
か
比
ハ
和
泉
の
堺
に
光
明
院
と
い
ふ
寺
た
て
て
す
み
給
へ
る
、
先
師
乃
名
残
も
か
う
ハ
し
け
れ
は
、
か
し
こ
に
ま
う
て
て
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宗

中

こ
ィ

i

つ

し、

て

安
居
の
ま
へ
に
ハ
か
し
ら
お
ろ
し
て
ん
お
も
ひ
さ
だ
め
つ
る
に
、

や
よ
ひ
の
九
日
に
ハ
か
に
入
滅
の
よ
し
き
こ
え
し
か
ば
」
と
書
い
て
あ

る
ご
と
く
、
実
隆
が
尊
崇
し
た
善
空
円
慈
の
弟
子
で
光
明
院
の
開
山
で
あ
る
念
空
宗
純
を
慕
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
宗
仲
が
西
山
三
鈷
寺
流
の
中
興
の
祖
で
あ
る
仁
空
実
導
の

(9
)
 

六
）
に
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
七
十
歳
の
三
条
西
実
隆
が
堺
を
訪
れ
た
大
永
四
年
(
-
五
二
四
）
に
は
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

『
戒
殊
抄
』
二
巻
を
写
し
た
天
文
十
五
年
(
-
五
四

宗
仲
は
享
禄
元
年
(
-
五
二
八
）
十
月
、

三
十
歳
の
時
に
『
韻
鏡
』
を
出
版
し
た
。
宗
仲
は
京
都
の
博
士
家
清
原
宣
賢
に
そ
の
跛
文
を

仰
い
で
お
り
、
そ
れ
に
「
聯
備
玉
盆
即
而
巳
」
「
今
日
家
書
乃
天
下
書
也
」
と
あ
る
。
享
禄
本
『
韻
鏡
』
は
諸
本
を
校
訂
し
て
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
清
原
家
の
学
問
が
ど
の
様
に
享
禄
本
に
反
映
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
日
、
舟
橋
国
賢
校
合
『
指
微
韻
鏡
序
解
』
、

(JO) 

清
原
相
賢
所
持
『
韻
鏡
秘
抄
』
等
が
遺
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
此
の
清
原
宣
賢
の
刊
語
は
常
庵
龍
崇
の
代
作
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
常
庵
は
東
常
縁
の
子
で
あ
り
、
若
い
時
か
ら
牡
丹
花
肖
柏

に
師
事
し
て
い
た
。
永
正
十
五
年
に
肖
柏
が
堺
に
移
住
し
て
か
ら
も
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
肖
柏
は
大
永
七
年
四
月
四
日
に
入
滅

し
た
（
「実
隆
公
記
』
）
が
、
肖
柏
の
同
宿
重
吟
は
肖
柏
の
画
像
を
制
作
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
賛
の
執
筆
を
常
庵
に
依
頼
し
（
「牡
丹
花
肖
柏

整
像
賛
』
）
、
八
月
十
六
日
に
は
画
賛
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
（
『
実
隆
公
記
』
）
。

三
条
西
実
隆
は
堺
を
訪
れ
た
際
、
光
明
院
宗
仲
の
宿
舎
に
泊
ま
っ
て
、
「
か
の
寄
宿
の
寺
へ
も
ま
か
り
侍
り
」
（
「高
野
参
詣
日
記
j

)

と
牡

丹
花
肖
柏
の
居
所
へ
も
寄
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
大
永
四
年
五
月
一
日
に
は
光
明
院
で
実
隆
、
肖
柏
も
参
加
し
て
連
歌
が
張
行
さ
れ

(12
)
 

て
お
り
、
肖
柏
は
光
明
院
の
近
隣
に
居
住
し
て
い
た
。
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行
わ
れ
て
い
た
。

の
で
、
当
時
の
貴
族
、
僧
侶
と
い
っ
た
知
識
人
の
間
で
は

三
条
西
実
隆
は
享
禄
元
年
十
月
の
宗
仲
の
『
韻
鏡
』
出
版
を
知
っ
て
、

実
隆
は
享
禄
三
年

(-
五
三
一
）
二
月
十

一
日
、
菅
原

（東
坊
城
）
長
淳
よ
り
宗
仲
の
享
禄
本

『韻
鏡
」
を
も
ら

っ
て
い
る

天
文
十
三
年

(
-五
四
四
）

二
月
十
三
日
、
奈
良
の
多
聞
院
英
俊
は
堺
か
ら
来
た
長
雲
か
ら
の
話
と
し
て
、
「
韻
鏡
ハ
百
五
十
文
ニ
テ
堺

ニ
ス
ル
也
」

（「
多
聞
院
日
記
」）

と
日
記
に
書
き
つ
け
て
い
る
。
堺
で
出
版
販
売
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

宗
仲
の
享
禄
本

『韻
鏡
』
は
出
版
後
熱
心
に
研
究
さ
れ
、
天
文
八
年
抄
本
、
元
和
本
等
の
校
訂
本
が
ほ
ど
な
く
出
来
て
、
享
禄
本
の
版

(13) 

木
を
改
刻
し
た
永
禄
七
年

(-
五
六
四
）
の
永
禄
刊
本
が
出
来
た
。

宗
仲
の
『
韻
鏡
』
出
版
に
当
時
の
京
都
•
奈
良
の
貴
族
や
僧
侶
が
関
心
を
も

っ

て
い
た
様
子
が
わ
か
る
が
、
そ
の
背
景
に
当
時
の

『韻

鏡
j

そ
の
も
の
に
対
す
る
知
識
人
の
関
心
の
強
さ
が
あ

っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。『
韻
鏡
」
は
中
世
に
お
い
て
命
名
に
用
い
ら
れ
た

記
」）

鏡
j

の
板
本
を
ほ
し
い
と
い

っ
て
い
る

（「
光
明
院
文
書」
）

宗
仲
の

『韻
鏡
』
刊
行
の
反
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

い
う
事
業
に
対
し
て
協
力
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
常
庵
龍
崇
は
、
堺
の
師
肖
柏
と
往
来
の
あ

っ
た
光
明
院
の
宗
仲
が
享
禄
本

『韻
鏡
」
を
出
版
す
る
に
当
た

っ
て、

代
作
で
あ
る
と
は
い
え
要
請
が
あ
れ
ば
跛
文
を
書
く
こ
と
を
引
き
受
け
る
可
能
性
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の

『論
語
』

清
原
宣
賢
は
享
禄
元
年
の
宗
仲
の

『韻
鏡
』
出
版
に
続
い
て
、

五
年
後
の
天
文
二
年

(-
五
三
三
）
に
も
、
同
じ
く
堺
の
阿
佐
井
野
氏

の
開
版
に
関
与
し
て
い
る

（天
文
版

「論
語
」
践
文
）
が
、
当
時
の
博
士
家
清
原
家
の
家
主
は
、
泉
南
堺
の
好
学
家
の
出
版
と

お
そ
ら
く
翌
二
年
四
月
十
二
日
に
宗
仲
に
書
状
を
送
っ
て
『
韻

（「
実
隆
公

『韻
鏡
j

は
必
読
本
で
あ
っ
た
ら
し
い
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
に
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宗

仲

に

つ

vヽ

て

二
月
に
鷹
山
寺
良
秀
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

記
j

例
え
ば
、
清
家
と
同
じ
く
博
士
家
の
菅
原
和
長
は
六
十
七
歳
の
大
永
六
年
(
-
五
二
六
）

九
月
奥
書
の
『
韻
鏡
』
の
写
本
を
遺
し
て
い

(M
)
 

る
が
（
「
和
長
大
納
言
本
」
）
、
そ
れ
は
「
七
八
年
間
検
知
二旧
本
之
多
誤
↓
披
閲
二先
賢
諸
紗
↓
而
董
改
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
本
を
大
永
八
年
(
-
五
二
八
）
に
三
条
西
実
隆
の
い
と
こ
に
あ
た
る
二
十
二
歳
の
藤
原
（
山
科
）
言
継
が
借
用
し
て
「
再
三
校
合

加
朱
点
」
え
て
証
本
を
作
っ
て
い
る
（
「
和
長
大
納
言
本
」
奥
書
）

享
禄
二
年
(
-
五
二
九
）
七
月
三
日
、
菅
原
和
長
の
東
坊
城
亭
で
韻
鏡
の
講
義
が
行
わ
れ
た
が
、
清
原
宣
賢
の
息
業
賢
は
こ
れ
を
聴
聞

し
て
お
り
、
同
廿
八
日
の
講
釈
で
序
文
が
終
わ
っ
た
と
書
い
て
い
る
（
「業
賢
日
記
」）

山
科
言
継
は
享
禄
五
年
(
-
五
三
二
）
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
菅
原
和
長
か
ら
『
韻
鏡
』
を
借
り
て
書
写
し
て
い
る
（
「言
継
卿

こ
れ
ら
は
菅
原
和
長
を
め
ぐ
る
人
々
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
仲
の
享
禄
本
『
韻
鏡
」
が
出
版
さ
れ
た
享
禄
元
年
十
月
を
は
さ

ん
だ
時
期
の
、
京
都
貴
族
の
『
韻
鏡
』
研
究
の
熱
心
さ
が
推
し
量
れ
よ
う
。
和
長
の
息
長
淳
が
三
条
西
実
隆
に
享
禄
本
『
韻
鏡
』
を
渡
し

た
の
は
、
享
禄
三
年

(
-
五
三
0
)
二
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
然
宗
仲
の
享
禄
本
も
彼
ら
の
研
究
対
象
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
熱
心
な
『
韻
鏡
j

の
読
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
宗
仲
が
版
木
に
彫
っ
て
多
く
の
本
を
作
ろ
う
と
意
図
し
た
、
す
な
わ
ち
出

版
し
よ
う
と
し
た
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
光
明
院
僧
宗
仲
と
し
て
の
関
連
で
み
る
と
、
『
韻
鏡
』

(15
)
 

の
古
注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
続
群
書
類
従
本
反
音
抄
j

は
、
そ

の
奥
書
か
ら
鷹
山
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
照
春
、
照
提
と
伝
わ
り
、
延
徳
二
年
(
-
四
九
0
)
八
月
に
良
秀
に
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(16
)
 

ま
た
『
韻
鏡
聞
書
』
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
薩
山
寺
の
照
提
、
善
空
と
伝
わ
り
、
遺
迎
院
の
定
意
上
人
か
ら
永
正
十
七
年
(
-
五
二

O
)
+
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の
経
済
的
な
繋
が
り
で
あ
る
。

(17) 

伝
承
者
と
し
て
蘊
山
寺
僧
の
名
が
多
く
出
て
く
る
が
、
麿
山
寺
は
三
鈷
寺
十
世
仁
空
実
導
が
継
ぐ
な
ど
堺
光
明
院
の
本
寺
西
山
三
鈷
寺

と
も
縁
が
深
か
っ
た
。
宗
仲
が
書
写
し
た

『戒
殊
抄
』

聞
書
』

の

一
冊
は
慮
山
寺
で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
「戒
殊
抄

j

下
巻
奥
書
）
。
『
韻
鏡

の
伝
承
者
の

一
人
善
空
と
は
先
に
見
た
三
鈷
寺
善
空
で
あ
り
、
光
明
院
の
開
祖
念
空
宗
純
の
先
達
で
あ
っ
た
。

『続
群
書
類
従
本
反
音
抄
』
『
韻
鏡
聞
書
』
を
共
に
伝
承
し
た
誕
山
寺
良
秀
が
『
韻
鏡
聞
書
』
を
遺
迎
院
定
意
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は
、

宗
仲
の
『
韻
鏡
』
出
版
の
十

一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
光
明
院
宗
仲
の
先
達
の
中
に
、

『韻
鏡
』
研
究
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
宗
仲
が
「
訂
二諸
本
善
不
善
者
↓
且
従
且
改
」
と
『
韻
鏡
』

で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

の
諸
本
を
校
勘
し
て
出
版

宗
仲
と
三
条
西
実
隆
は
大
永
四
年
の
実
隆
の
高
野
詣
以
後
も
、
宗
仲
が
京
都
の
実
隆
邸
を
訪
ね
た
り
、
贈
り
物
の
や
り
と
り
等
を
し
て

(18
)
 

い
た
が
、

『実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
享
禄
二
年
四
月
以
降
、
よ
り
緊
密
に
二
人
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
二
人

(19
)
 

ま
ず
、
享
禄
二
年
四
月
廿
六
日
条
に
「
祐
全
来
、
越
後
公
用
事
宗
仲
申
告
有
」
と
あ
り
、
九
月
廿
七
日
条
に
「
不
孤
来
、
宗
仲
有
ー一書

状
↓
越
後
公
用
事
注
進
也
」
と
あ
る
。
宗
仲
は
三
条
西
家
の
「
越
後
公
用
事
」
に
関
与
し
て
お
り
、
享
禄
三
年
三
月
九
日
条
に
は
「
宗
仲

有
レ状
、
短
冊
廿
首
越
後
者
所
望
云
々
、
染
籠
」
と
「
越
後
者
」
と
三
条
西
家
と
の
間
を
取
り
持
と
う
と
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

(20
)
 

ま
た
、
三
条
西
家
は
苧
課
役
の
知
行
権
を
握

っ
て
お
り
、
実
隆
が
そ
の
年
貢
の
徴
収
に
苦
心
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
宗
仲

は
こ
の
三
条
西
家
の
越
後
青
苧
座
か
ら
の
収
入
に
関
与
し
て
い
る
。

享
禄
二
年
十

一
月
七
日
条
に
「
宗
中
有
レ状
、
苧
公
事
五
千
疋
可
二沙
汰
一之
由
也
云
々
」
、
享
禄
三
年
十

一
月
五
日
条
に
「
宗
仲
有
レ状、

四

- 38-



宗

中

こ

,1,b• 

っ

vヽ

て

苧
公
事
年
貢
如
二去
年
「
近
日
代
官
可
二上
洛
一之
由
報
レ之
」
、
同
年
十
二
月
十
八
日
条
に
「
宗
仲
書
状
到
来
、
苧
公
用
可
レ
渡
1

ー武
野
宿
―

云
々
、

則
彼
状
遣
二新
五
郎
―了
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
人
の
や
り
と
り
の
間
に
後
に
茶
人
と
し
て
有
名
に
な
る
堺
南
荘

の
皮
屋
武
野
新
五
郎
（
紹
鴎
）
が
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
三
条
西
実
隆
は
宗
仲
か
ら
、
「
光
明
院
宗
仲
坊
祠
堂
銭
千
疋
秘
計
、
京
著
」
（
享
禄
二
年
七
月
八
日
条
）
、
「
宗
仲
秘
計
二
百
疋
」

（
享
禄
五
年
四
月
十
三
日
条
）
と
い
う
よ
う
に
借
金
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
宗
仲
の
経
済
的
実
力
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

そ
し
て
こ
う
し
た
二
人
の
密
接
な
経
済
的
交
流
の
間
に
、
宗
仲
の
『
善
慧
上
人
絵
』
、
『
皇
年
代
記
』

の
作
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

二
つ
の
宗
仲
の
文
化
的
事
蹟
は
京
の
三
条
西
実
隆
と
の
経
済
上
の
交
流
を
抜
き
に
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

享
禄
四
年

(
-
五
三
一
）
六
月
宗
仲
三
十
三
歳
の
時
に

「
善
慧
上
人
絵
」
六
巻
が
完
成
し
て
い
る
。
「
善
慧
上
人
絵
j

は
浄
土
宗
西
山
派

こ
の
絵
伝
の
詞
は
西
山
三
鈷
寺
往
生
院
に
住
ん
だ
仁
空
実
導
に
よ
っ
て
、
至
徳
一
二
年
(
-
三
八
六
）
に
作
成
さ
れ
た
（
巻
末
詞
書
）

そ
の
絵
伝
が
享
禄
四
年
に
再
生
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
経
過
を

『
実
隆
公
記
』
に
よ
っ
て
た
ど
る
と
、
享
禄
四
年
四
月
八
日
条

に
「
抑
光
明
院
有
レ
状
、
宗
仲
墨
一
挺
送
レ
之
、
三
鈷
寺
縁
起
絵
新
写
六
巻
、
全
、
詞
可
レ染
二愚
筆
一之
由
也
、
更
難
二事
行
「
為
レ之
如
何
、

先
所
二預
置
一也
、
本
同
到
来
」
と
あ
る
。
光
明
院
（
宗
仲
）
は
三
条
西
実
隆
に
「
三
鈷
寺
縁
起
」
（
「善
慧
上
人
絵
」）
の
詞
書
の
筆
を
取
る

よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。
同
時
に
到
来
し
た
「
本
」
（
お
そ
ら
く
仁
空
実
導
作
成
の
至
徳
三
年
の
原
本
）
が
実
隆
の
下
に
届
い
た
。

実
隆
は
「
三
鈷
寺
縁
起
」
の
詞
書
を
四
月
十
六
日
か
ら
書
き
始
め
、
五
月
十
日
に
「
三
鈷
寺
絵
詞
終
二書
功
↓
歓
喜
々
々
」
と
二
十
日

の
祖
師
善
恵
房
証
空
の
伝
記
を
主
と
し
て
描
い
た
絵
伝
で
あ
る
。

゜
、つ

五
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＇ Iヽ

三
鈷
寺
周
盛
房
に
渡
さ
れ
た
新
本
は
箱
の
表
銘
が
「
西
山
縁
起
函
」
、
蓋
裏
銘
が
「
享
禄
第
四
歳
次
辛
卯
春
二
月
造
之
畢

書
か
れ
た
宗
仲
制
作
の
箱
に
入
っ
て
お
り
、
ま
た
、
実
隆
の
文
庫
に
預
か
っ
た
旧
本
は
表
に
「
当
山
縁
起
函
」
蓋
裏
に
「
享
禄
第
四
暦
春

(23) 

宗
仲
」
と
書
か
れ
た
箱
に
入

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
日
、
前
者
の
箱
が
兵
庫
県
西
宮
市
生
瀬
の
浄
教

さ
ら
に
、
新
し
い
『
善
慧
上
人
絵
』
に
は
、
京
都
の
三
条
西
実
隆
の
手
元
に
届
く
ま
で
に
（
宗
仲
が
そ
の
箱
裏
に
墨
書
し
た
二
月
以
前
）
泉

(24) 

州
堺
の
四
名
の
絵
師
の
手
に
な
る
絵
段
が
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

享
禄
四
年

(
-
五
三
一

）
の
『
善
慧
上
人
絵
』
の
作
成
は
、
西
山
三
鈷
寺
の
た
め
に
、
堺
の
宗
仲
が
絵
師
の
選
定
か
ら
詞
書
の
華
者
三

条
西
実
隆
と
の
交
渉
等

一
切
を
調
整
し
、
お
そ
ら
く
経
済
的
な
面
を
含
め
て
と
り
し
き
っ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
宗
仲
が
三
十
四
歳
の
天
文
元
年

(
-五
三
二
）
二
月
頃
に
出
来
上
が
っ
た
『
皇
年
代
記
』

寺
に
、
後
者
の
箱
が
西
山
三
鈷
寺
に
遺

っ
て
い
る
。

眈
正
之
候
正
造
了

余
り
で
詞
書
を
書
き
お
え
て
い
る
。
そ
し
て
五
月
十
三
日
に
「
遣
二宗
仲
一之
書
状
、
申
二付
武
野
一了
、
絵
両
本
、
進
上
――禁
裏
―」
、
五
月

十
九
日
「
参
鈷
寺
新
固
一
覧
、
所
々
再
治
了
」
と
あ
る
。
そ
し
て
享
禄
四
年
六
月
廿
八
日
条
に
「
参
鈷
寺
周
盛
房
来
、
宗
仲
書
状
到
来
、

参
鈷
寺
縁
起
絵
新
本
可
レ渡
二此
仁
―云
々
、
則
渡
レ之
、
旧
本
者
先
可
レ預
二置
此
文
庫
―云
々
」
と
宗
仲
が
出
来
た
新
本
を
三
鈷
寺
の
周
盛

房
に
渡
す
よ
う
に
実
隆
に
指
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
実
隆
が
『
善
慧
上
人
絵
』
を
「
三
鈷
寺
縁
起
」
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の

『
善
慧
上
人
絵
』
六
巻
は
、
三
鈷
寺
に
収
め
る
べ
く
、
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
成
の
動
機
は
三
鈷
寺
勧
進
の
た
め
で
あ
っ

(21
)
 

た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
三
鈷
寺
住
侍
は
光
明
院
の
開
山
で
も
あ
っ
た
心
地
念
空
宗
純
を
継
い
だ
十
八
世
広
明
恵
教
（
「
三
鈷
寺
伝
侍
次

(22
)
 

第
」
）
で
あ
り
、

三
条
西
実
隆
が
宗
仲
を
二
尊
院
兼
帯
の
広
明
恵
教
に
紹
介
す
る
書
状
が
遺
っ
て
い
る
。

宗
仲
」
と

の
出
版
作
成
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
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宗

仲

に

っ

Vヽ

て

(25) 

『
皇
年
代
記
」
は
正
式
名
称
を
『
大
日
本
国
帝
系
紀
年
古
今
一
覧
之
図
』
と
言
い
、
大
徳
寺
に
一
本
が
現
存
す
る
と
伝
え
る
。
大
き
さ
が
、

縦
四
尺
、
横
二
尺
余
の
も
の
で
、

一
枚
刷
で
、
版
式
の
整
美
な
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

『
皇
年
代
記
』
は
「
皇
代
記
」
と
「
年
代
記
」
の
意
味
を
併
せ
た
も
の
で
、
天
皇
名
を
見
出
し
と
し
て
年
号
の
下
に
歴
史
事
象
を
順
次

(26) 

配
列
し
た
書
物
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
少
な
か
ら
ぬ
数
の
『
皇
年
代
記
』
が
現
存
し
て
お
り
、
宗
仲
の
時
代
に
お
い
て
も
、
「
年
皇
代
記

略
頌
筆
」
（
「実
隆
公
記
」
明
応
四
年
三
月
十
七
日
条
）
「
成
身
院
来
（
中
略
）
皇
代
記
黙
事
所
望
」
（
『実
隆
公
記
』
大
永
八
年
八
月
六
日
）
と
か

「
木
内
弥
二
郎
所
望
之
年
皇
代
記
令
二書
写
均之
」
（
「言
継
卿
記
」
天
文
十
三
年
十
一
月
廿
五
日
条
）
「
菅
少
納
言
光
臨
、
鳥
子

一
枚
持
て
被
レ
来

候
、
小
キ
六
十
図
の
年
代
記
図
を
可
レ
懸
由
被
レ申
候
、
心
得
候
由
也
」
（
「言
継
卿
記
」
大
永
七
年
四
月
十
四
日
条
）
等
と
貴
族
の
日
記
に
記

さ
れ
て
お
り
、
し
き
り
に
書
写
さ
れ
、
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
韻
鏡
』
同
様
こ
う
し
た
熱
心
な
読
者
が
想
定
で
き
た
か

ら
こ
そ
、
宗
仲
は
『
皇
年
代
記
』
を
版
木
に
彫
り
出
版
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
実
隆
公
記
』
に
よ
っ
て
『
皇
年
代
記
』
が
出
来
上
が
っ
た
経
過
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
享
禄
二
年
(
-
五
二
九
）
九
月
十
六
日
条
に

(27) 

「
光
明
寺
智
園
房
来
、
皇
代
記
本
宗
仲
借
用
、
奮
本
遣
レ
之
」
と
宗
仲
が
実
隆
か
ら
「
皇
代
記
」
を
借
用
し
て
い
る
。
享
禄
四
年
(
-
五

三
一
）

閏
五
月
十
日
条
で
「
年
代
記
新
写
立
筆
」
と
あ
り
、
十
力
月
半
経
っ
た
天
文
元
年
(
-
五
一
二
二
）
三
月
廿
七
日
条
に
「
幸
意
坊
来
、

宗
仲
返
事
（
中
略
）
年
代
記
摺
本
二
到
来
」
と
あ
っ
て
、
新
板
年
代
記
が
出
来
て
い
る
。
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
般
舟
三
昧
院
の
幸

(28) 

意
坊
で
あ
る
。
幸
意
坊
は
三
条
西
実
隆
の
家
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
幸
遵
の
弟
子
で
あ
る
。
幸
意
は
山
科
言
継
に
も
天
文
三
年
三
月

十
八
日
に
「
年
代
記
摺
本
」
を
与
え
て
い
る
（
「言
継
卿
記
』）。

こ
の
間
実
隆
と
堺
光
明
院
の
宗
仲
と
の
交
流
は
密
で
あ
り
、
先
の
『
善
慧
上
人
絵
』

の
作
成
は
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
三
月
廿
七
日
の
記
事
を
詳
し
く
記
す
と
「
幸
意
坊
来
、
宗
仲
返
事
□
（
来
）
小
秘
計
事
等
、
有
二
被
レ
示
旨
「
苧
公
事
取
次
事
、

貝
屋
故
障
事
同
被
レ申
レ之
、
年
代
記
摺
本
二
到
来
」
と
な
っ
て
い
て
経
済
上
の
交
流
記
事
と
一
緒
に
新
板
年
代
記
の
到
来
が
記
さ
れ
て
い
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軸
装
す
る
等
年
代
記
作
成
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

(29) 

な
お
こ
の
『
皇
年
代
記
」
に
は
下
の
方
に
識
語
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
容
は
、

卜
部
家
の
「
三
光
雙
覧
」
と
「
家
本
」
で
出
来

て
い
る
と
い
う
。
「
家
本
」
の
持
ち
主
が
こ
の
文
の
筆
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
占
部
家
（
吉
田
家
）
と
親
交
が
あ
り
、
「
皇
代
記
本
」
を
宗
仲

に
貸
し
て
い
た
三
条
西
実
隆
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
実
隆
は
文
亀
二
年
(
-
五
0
二
）
九
月
四
日
「
入
レ夜
自
二室
町
殿
玉
F

二御
使
↓

（
中
略
）
予
新
編
之
和
漢
年
代
記
軸
可
レ有
――上
覧
↓
可
レ進
云
々
、
則
進
上
了
」
（
「実
隆
公
記
」）

と
三
十
年
ば
か
り
前
に
年
代
記
を
編
ん
で

三
条
西
実
隆
の
元
に
届
い
た
年
代
記
は
四
カ
月
後
の
六
月
に
実
隆
に
よ
っ
て
、
表
装
し
、
掛
軸
に
な
っ
て
宮
中
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
お
ゆ
ど
の
の
上
の
日
記
』
享
禄
五
年
（
天
文
元
年
）
六
月
七
日
条
に
「
さ
か
い
に
て
ち
か
き
比
あ
た
ら
し
く
ひ
ら
き
た
る

年
代
記
の
は
ん
き
。
か
け
字
の
や
う
に
し
て
。
せ
う
よ
う
院
よ
り
し
ん
上
せ
ら
る
。
表
ほ
う
ゑ
ま
て
あ
り
。
よ
ろ
こ
ひ
お
ほ
し
め
す
よ
し

仰
せ
ら
る
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
光
明
院
文
書
」
中
に
、
女
房
奉
書
の
形
式
で
二
通
の
関
連
文
書
が
あ
る
。

そ
の
一
通
に
は
「
光
み
や
う
院
よ
り
に
し
の
は
う
し
て
、
さ
と
う
の
お
け
二
ま
い
ら
せ
候
、
こ
と
に
ね
ん
わ
う
た
い
き
の
す
り
ほ
ん
御

あ
や
に
く
候
つ
れ
は
、
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
」
と
あ
り
、
他
の
一
通
に
は
「
い
つ
そ
さ
か
ゐ
御
く
た
り
の
お
り
ふ
し
、
年
た
い
き
の
事
お
ほ

せ
事
候
つ
れ
は
、
光
み
や
う
ゐ
ん
よ
り
み
こ
と
に
す
ら
せ
ら
れ
候
て
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
、
こ
と
に
さ
た
う
の
お
け
二
、
よ
く
そ
と
御
う
れ

し
き
を
も
、

や
か
て
お
ほ
せ
ら
れ
た
＜
候
つ
る
も
、

ひ
ん
き
候
は
ぬ
や
う
に
て
、
う
ち
す
く
さ
れ
候
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。

(30) 

二
通
と
も
に
宛
先
の
部
分
が
完
全
に
は
遺
っ
て
い
な
い
の
で
ど
こ
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
光
明
院
よ
り

「皇
年
代
記
J

(
「
ね
ん
わ
う
た
い
き
」
「
年
た
い
き
」
）
と
砂
糖
二
桶
が
届
い
た
と
い
う
内
容
で
共
通
し
て
い
る
。
書
留
に
「
よ
く
よ
く
申
と

て
候
」
「
心
え
候
て
申
と
の
御
事
に
て
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
意
志
を
伝
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

る
。
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宗

仲

に
七

ヘ
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了
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砂
＼
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ヽ
＼
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ヘ

つ
,`
 

｀
 

ヽ
vヽ

て

術
力
、
企
画
力
、
経
済
力
と
い

っ
た
能
力
が
買
わ
れ
て
光
明
院
の
宗
仲
に
出
版
事
業
が
依
頼
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

最
後
に
宗
仲
の
事
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
う
ち
、
も

っ
と
も
晩
年
に
あ
た
る
天
文
十
五
年

(
-
五
四
六
）
二
月
の

『戒
殊

‘‘ 

"-" 

`
,
'
?
 

/

“
 

“
 

こ
、
ク

•Vtirii

5 

み
合
符
霊
格
芦
ー
ふ
悶
茎
祐
な
和
牝
拐
？

穿

i
芹
袋
4
聾
岱
々
哀
空
冑
亙
含
凪

E
て
な
‘
ネ
免
ら
已

ヘ

天
久
キ
/1
年
年
お
年
寿
音
月
111土

9
s
 

9
,
 ‘

i9
F
:
[
 

冬
免
[

•. 
,
 

危
学
名
寸
匂
且
令
か
雇
山
を
髯
怠
t
g＼
ャ
ノ

.、)

飲
ぞ

t
f戒殊抄」下巻巻末

＾ 
、. . 
． 

（叡山文庫蔵）

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
家
本
」
を
所
持
し
て
い
た
三
条
西
実
隆
で

宮
中
に
摺
本
の
『
皇
年
代
記
』
が
あ
い
に

く
に
な
か
っ
た
の
で
、
堺
に
下
っ
た
あ
る
人

じ
た
と
こ
ろ
、
光
明
院
よ
り
そ
れ
を
摺
っ
て

『
皇
年
代
記
』
作
成
の
依
頼
者
は
宮
中
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
識
語
の
作
者
は

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
年
代
記
を
開
版
し
た

の
は
堺
光
明
院
で
あ
り
、
中
で
も
宗
仲
が
重

享
禄
元
年
の
宗
仲
の
『
韻
鏡
』
出
版
が
京

都
の
貴
族
社
会
に
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
技

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
天
文
元
年
の

献
上
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

を
介
し
て
、
光
明
院
に
年
代
記
の
作
成
を
命
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と
あ
る
。

化
々
不
盆
杷
而
已

下
巻
末
の
奥
書
に
は

で
あ
る
。

比
丘
宗
仲
贋
町

『戒
殊
抄
j

二
巻
は
応
安
元
年
五
月
、
慮
山
寺
の
第
四
世
と
な

っ
た
仁
空
実
導
が
、
応
安
二
年
正
月
四
日
か
ら
慮
山
寺
に
お
い
て
行
っ

(31
)
 

た
戒
論
議
の
際
に
、
後
進
者
の
研
修
の
為
に
、
問
答
討
論
の
形
式
で
あ
ら
わ
し
た
書
物
で
あ
る
。

そ
の
写
本
の

一
本
が
、
叡
山
文
庫
に
現
蔵
し
、
天
海
蔵
の
印
が
あ
る
。
二
冊
本
で
、
大
本
、
毎
半
葉
十
行
、
二
十
二
字
で
達
筆
で
あ
る
。

書
風

（前
頁
写
真
参
照
）
は
『
善
慧
上
人
絵
』
を
収
め
た
、
宗
仲
籠
の
二
つ
の
生
瀬
浄
教
寺
と
西
山
三
鈷
寺
に
現
存
す
る
箱
書
の
書
風
に

(32
)
 

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

上
下
巻
末
に
あ
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
上
巻
は
応
永
二
十
七
年
正
月
證
寿
と
い
う
僧
が
備
州
来
福
寺
角
寮
で
、
下
巻
は
同
人
が
同
年
三
月

十
五
日
慮
山
寺
法
蔵
庵
で
書
写
し
た
の
を
、
上
巻
を
天
文
十
四
年
十
二
月
、
下
巻
を
同
十
五
年
二
月
五
日
に
比
丘
宗
仲
が
書
写
し
た
も
の

右
両
冊
、
応
1

一永
玖
論
師
之
請
｛
染
二愚
翰
｛
伏
願
佛
性
種
子
遍
萌
二衆
生
心
地
↓
舎
那
戒
光
遥
破
二凡
夫
擬
闇
一
宜
レ令
下流
二通
三
世
i

天
文
十
有
五
年
丙
子
春
二
月
初
五

こ
の
二
冊
が
「
永
玖
論
師
」
の
願
い
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
永
玖
論
師
と
は
「
光
明
院
文
書
」
中
の
三
条
西
実
隆
の

息
公
条

合）

の
光
明
院
宛
の
書
状

（年
未
詳
蝋
月
十
八
日
）
に
出
て
く
る
「
永
玖
」
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

抄
」
の
書
写
に
触
れ
た
い
。
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宗

中

こ

つ

,1

↓
 

し9

て

併
せ
持

っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

る
。 以

上
小
論
で
は
宗
仲
の
人
生
の
う
ち
、
大
永
四
年
の
三
条
西
実
隆
の
光
明
院
投
宿
の
二
十
六
歳
の
時
か
ら
、
天
文
十
五
年
の
四
十
八
歳

の
時
の

「戒
殊
抄
」
書
写
の
事
柄
を
扱
っ
た
。
と
り
わ
け
宗
仲
の
遺
し
た
大
き
な
事
跡
で
あ
る
、
享
禄
元
年
の

『韻
鏡
』
出
版
、
同
四
年

の

『
善
慧
上
人
絵
j

の
完
成
、
天
文
元
年
の

「皇
年
代
記
j

の
出
版
と
い
う
事
を
中
心
に
見
て
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
前
半
生
や
最

晩
年
の
こ
と
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
も
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

そ
う
し
た
限
ら
れ
た
年
代
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
宗
仲
像
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
宗
仲
は
泉
南
堺
の
光
明
院
に
本
拠
を
お
き
な
が
ら
、

京
都
の
清
原
宣
賢
や
三
条
西
実
隆
と
い
う
貴
族
・
学
者
と
交
流
を
も

っ
て
、
自
身
の
知
的
関
心
に
沿

っ
た
仕
事
や
宮
中
の
意
向
を
受
け
た

事
業
、
光
明
院
の
本
寺
で
あ
る
京
都
西
山
三
鈷
寺
の
勧
進
の
仕
事
と
し
て
の
三
つ

の
事
跡
を
遺
し
て
い

っ
た
。

そ
の
仕
事
を
な
す
に
は
堺
光
明
院
と
京
都
の
寺
院
や
貴
族
の
間
を
行
き
来
し
て
、
書
状
を
主
と
し
た
情
報
や
金
銭
、
贈
答
品
等
を
送
り

届
け
た
人
々
も
貢
献
し
て
い
る
。
『
実
隆
公
記
」
に
よ
れ
ば
、
堺
の
皮
屋
武
野
新
五
郎
（
紹
鴎
）
や
連
歌
師
周
桂
、
祐
全
な
ど
が
そ
う
で

あ
り
、
光
明
院
、
西
山
三
鈷
寺
の
僧
も
同
様
で
あ

っ
た
。
特
に
、
本
覚
寺
澄
健
、
般
舟
三
昧
院
の
幸
遵
、
幸
意
の
往
来
は
頻
繁
で
あ
り
、

と
り
わ
け
幸
意
は

『皇
年
代
記
」
の
出
版
作
成
に
相
当
に
関
係
し
て
い
る
。

宗
仲
の
知
的
ル
ー
ツ
と
し
て
は
、
貴
族
だ
け
で
は
な
く
、
西
山
三
鈷
寺
や
薩
山
寺
僧
の
学
問
研
究
の
伝
統
世
界
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

そ
の
事
業
は
泉
南
堺
と
い
う
地
で
開
版
、
絵
の
作
成
と
い

っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
室
町
後
期
の
堺
の
技
術
力
が
伺
え
る
。
宗
仲

は
そ
れ
を
駆
使
す
る
能
力
を
持
ち
、

三
条
西
実
隆
に
お
金
を
貸
し
た
り
、
青
苧
座
の
仕
事
を
請
け
負
っ
た
り
す
る
商
人
的
才
覚
と
実
力
も

八
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(
8
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6
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)
 

3
)
 

2
)
 

1
)
 

注

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
。

河
原
由
雄
「
享
禄
本
善
恵
上
人
縁
起
の
周
辺
」
（
浄
土
宗
西
山
三
派
遠
忌
記
念
事
業
委
員
会
編
「
西
山
国
師
絵
伝
j

平
成
六
年
、
西
山
浄
土
宗
宗

務
所
所
収
）
等
。

連
歌
師
宗
仲
は
「
実
隆
公
記
j

明
応
四
年
八
月
廿
八
日
条
に
「
新
撰
菟
玖
波
愚
本
課
二
宗
仲
・
宗
忍
両
人

一之
処
、
出
現
、
今
日
持
来
、
自

愛
々
々
」
と
あ
り
、
宗
祇
門
で
あ
っ
た
（
「顕
伝
明
名
録
』
）

「
明
応
五
年
六
月
宗
祇
·
兼
載
・
宗
長
等
何
人
百
韻
」
「
明
応
九
年
四
月
宗
祇
•
兼
載

・

玄
清
等
山

何
百
韻
」
「
永
正
四
年
四
月
二
十
七
日
宗
仲
専
芸

等
片
何
百
韻
」
「
永
正
十
三
年
十
花
千
句
」
「
永
正
十
三
年
五
月
十
六
日
宗
長
等
何
人
百
韻
」
等
に
そ
の
名
が
あ
る
。

三
条
西
実
隆
は
大
永
四
年
四
月
高
野
詣
の
途
次
、
泉
州
堺
の
光
明
院
に
投
宿
し
た
際
、
五
月
朔
日
に
光
瑣
張
行
の
連
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
が

（
「
高
野
参
詣
日
記
」
）
、
そ
の
牡
丹
花
肖
白
も
加
わ
っ
た
、
静
嘉
堂
文
庫
他
に
現
存
す
る
「
何
路
百
韻
」
に
宗
仲
の
名
は
な
い
（
木
藤
才
蔵
「
連
歌

史
論
考
」
上
、
平
成
五
年
、
明
治
書
院
、
五
四
一
頁
）

「堺
市
史
j

第
七
巻
（
昭
和
五
年
、
堺
市
、
五
四
九
頁
）
「
光
明
院
」
の
項
に
は
「
後
土
御
門
天
皇
は
第
六
世
心
地
念
空
に
帰
依
し
て
戒
師
と
し
、

文
明
十
年
今
の
地
に
本
堂
及
び
八
院
を
再
建
し
、
十
月
遷
佛
會
を
行
ひ
、
念
空
を
導
師
と
し
て
引
接
阿
禰
陀
経
三
千
部
を
讀
誦
せ
し
め
、
勅
使
三
条

西
賓
枝
を
し
て
式
法
中
光
明
院
の
勅
琥
を
下
賜
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
」
と
あ
る
。

「
三
鈷
寺
胤
山
寺
二
尊
院
歴
代
」
（
東
京
大
学
史
料
編
募
所
蔵
写
本
）
、
「
般
舟
院
住
侍
善
空
置
文
」
文
明
十
一
年
十
二
月
廿
八
日

（
「
三
鈷
寺
文

書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
）

「
三
鈷
寺
慮
山
寺
二
尊
院
歴
代
」
（
東
京
大
学
史
科
編
募
所
蔵
写
本
）
、
「
実
隆
公
記
j

永
正
十
年
二
月
廿
八
日
条
。

「三
鈷
寺
伝
持
次
第
」
（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
写
本
）
に
よ
る
。

注
(
l
)
に
同
じ
。

叡
山
文
庫
蔵
写
本
。
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13 12 (10) 

(11) 

宗

ふ

こ

．

ー

ー

っ

し‘

て

二
本
と
も
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
清
家
文
庫
」
蔵
写
本
。

「寅
荒
序
跛
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
。「
寅
闇
文
集
」
と
合
綴
）
に
「
書
重
刊
韻
鏡
後
代
外
記
家
」
と
あ
っ
て
享
禄
本

「韻
鏡
」
の
清

原
宣
賢
の
跛
文
と
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。

太
田
晶
二
郎
「
享
禄
版
韻
鏡
跛
」
（
「太
田
晶
二
郎
著
作
集
第

一
冊
」
、
平
成
三
年
、
吉
川
弘
文
館
所
収
）
に
指
摘
あ
り
。

注

(
3
)
参
照
。

馬
淵
和
夫

「韻
鏡
校
本
と
広
韻
索
引
」（
昭
和
四
十
五
年
、
巌
南
堂
書
店
、

三
六
六
頁
）

同
前
書
、

三
五
二
頁
。

「続
群
書
類
従
三
十
輯
下
」
（
昭
和
一二
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
所
収
。

川
瀬

一
馬
蔵
（
注
(
1
3
)
(
1
4
)
と
同
書
、
四
二
三
頁）

注
(
2
)
河
原
由
雄
論
文
。

三
条
西
実
隆
書
状
二
尊
院
恵
教
論
師
宛
（
年
未
詳
七
月
十
三
日
）
（
「
二
尊
院
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
）

吉
田
友
之
「
浄
橋
寺
蔵
善
恵
上
人
絵
に
つ
い
て
」
（
「
美
術
史
」
五
七
、
昭
和
四
十
年
六
月
）

(14) 

(15) 

(16) 

(
1
7
)
「
三
鈷
寺
慮
山
寺
二
尊
院
歴
代
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
）

(
1
8
)
「
実
隆
公
記
」
太
氷
四
年
八
月
二
日
条
、
太
水
六
年
六
月
廿
三
日
条
、
享
禄
元
年
八
月
十

一
日
条
等
。

(1
9
)
「
光
明
院
文
書
」
中
の
三
条
西
実
隆
書
状
宗
仲
宛
（
卯
月
十
二
日
）
で
「
祐
全
内
々
申
候
越
後
之
儀
、
嘗
年
何
と
も
調
法
事
候
へ
＜
候
、
可
し為
ニ

如
何
候
哉
、
毎
事
憑
入
候
條
々
、
難
し盛
し状
候
」
と
あ
る
。

(20)

芳
賀
幸
四
郎

「三
条
西
実
隆
J

(
昭
和
六
十
二
年
、
吉
川
弘
文
館
、
二

0
六
頁
）

(21) 

(22) 

(23) 

(24) 

(25) 

同
前
論
文
。

岩
橋
小
弥
太
「
堺
版
年
代
記
」
（
「
史
料
採
訪
j

昭
和
十
九
年
、
大
日
本
出
版
社
峯
文
荘
所
収
）
。
小
論
の

「
皇
年
代
記
」
の
書
誌
事
項
、
識
語
は

こ
の
論
文
に
よ
る
。
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(31) 

(32) 

(30) 
29 28 
、- 27 26 、、

く
ぼ
お

「国
史
大
辞
典
」
第
十
一
巻
（
平
成
二
年
、
吉
川
弘
文
館
、

三
三
五
頁
）
の
「
年
代
記
」
の
項
。

小
論
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
続
群
書
類
従
完
成
会
太
洋
社
刊
の

「実
隆
公
記
』
で
あ
る
が
、
巻
七
、
四
ニ
ニ
頁
、
享
禄
二
年
六
月
八
日
条
に
「
光

明
院
僧
智
圃
来
」
と
あ
る
。

「実
隆
公
記
j

太
水
七
年
四
月
二
日
条
。

天
理
大
学
附
属
天
理
固
書
館
蔵
「
吉
田
文
庫
」
中
に
、
占
部
兼
倶
撰
梵
舜
籠

「新
撰
三
國
運
敷
符
号
圏
j

、
占
部
兼
倶
撰
占
部
兼
雄
箪

「新
撰
三

國
運
敷
符
号
圏
亦
名
三
光
雙
覧
抄
』
、
占
部
兼
右
等
筆

「年
代
記
』
な
ど
が
現
存
す
る
。

．

一
通
の
宛
先
は
「
口
□
□
ゆ
院
せ
い
た
う
の
御
り
や
う
へ
」
と
読
め
る
。
二
通
と
も
に
含
ま
れ
る
言
葉
「
に
し
の
は
う
」
は
「
西
坊
」
と
い
う

意
だ
と
す
る
と
、
般
舟
院
の
西
堂
の
御
寮
に
宛
て
た
も
の
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

森
英
純
「
仁
空
実
導
上
人
の
円
戒
関
係
著
書
」
（
「
西
山
禅
林
学
報
」

注
(23)
（24)
論
文
掲
載
の
写
真
に
よ
る
。

―
四
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
）

と
し
ろ
う

総
合
閲
覧
課
）
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